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宝塚ワイズメンズクラブ 
〒 662-0977 西宮市神楽町

5-23 
西宮 YMCA 内 

Tel (0798)35-5987 

                     The service club to the YMCA            

THE Y'S MEN'S CLUB OF 

 

 

“ TO ACKNOWLEDGE THE DUTY THAT ACCOMPANIS EVERY RIGHT 

AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL OF Y'S MEN'S CLUBS CHARTERED MAY 22,1988 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025～2026  
役  員 

会長：多胡葉子  副会長：福田宏子   
書記：若林成幸  会計：小林康男 
監査：長尾 亘、風早寿郎 
担当主事：橋本 唯 
メネット連絡：小林貴美子 
直前会長：長尾 亘 

事業委員長 Ｙサ：武田寿子 ＣＳ環境：金岡幸宏 
ＥＭＣ：福田宏子  
国際・交流：岡野泰和 
広報・ブリテン：若林成幸 

特別事業 
委員長 

TIFA/NGO：小林康男 
ファンド：郡家 学、多胡葉子 
市民クリスマス：若林成幸 

国際交流主査 石田由美子 

          主 題 ・ 標 語  

国際会長(IP)  Edward Ong (シンガポール）                   
主 題  信念、愛、行動  Faith,Love,Action   

標 語   共に、より強く Together Stronger      

アジア太平洋地域会長(AAP) 田上 正（熊本むさし）  

主 題 信念と愛を持って行動しよう 

Act now with faith and Love!    

標 語 YMCA,ユースと共に地域社会に貢献しよう 

Contribute to local society together with YMCA and Youth! 

西日本区理事(RD)  中井信一（奈良） 

主 題 世界中の仲間と YYY ライフを楽しみましょう!! 

Let’s enjoy the YYY life together with our friends  

all over the world!!  

標 語 あなたに寄り添う。あなたを忘れない。 

Stay with you. Never forget you.     

六甲部長(DG)  柳 敏晴（神戸西） 

主 題 温故知新 Visiting Old, Learning New!  

標 語 六甲部にウエルビーイング！  

We Rokkou-bu aims for wellbeing!  

宝塚クラブ会長 多胡葉子    

主 題  地域で見つかる！繋がる！ワイズ活動！      
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２０２６年 ３月例会 

日  時： ２０２6年 3月 11日（水)１８時３０分 

場  所： 宝塚市西公民館ホール 

会   費： １,５００ 円 

ドライバー:            武田寿子・橋本 唯 

開会点鐘               会長 多胡葉子   

ワイズソング  「いざ立て」     

聖書・祈祷              長尾 亘 

ゲスト・ビジター紹介        会長 多胡葉子      

会   食 

卓   話  「食を通じたコミュニケーション」  

        （株）Q’s 取締役 DAIDOKORO 店長 

前原 祐作 氏 

委員会報告     

ＹＭＣＡ報告           担当主事 橋本 唯 

誕生日のお祝い         会長 多胡葉子  

ニコニコ・ファンド 

閉会点鐘             会長 多胡葉子 

西日本区３月強調テーマ： CS、Menettes 
地域社会へ目を向けましょう。一つひとつは小さな活動でも
集まれば大きな力となります。 

地域社会・環境事業主任 丹呉 礼（大阪土佐堀）、 
メネットもワイズライフを楽しみましょう。 

大野知恵 メネット委員会代表（神戸ポート） 
 

3 月誕生日 

 

2 福田素子  20 郡家 学 

27 金岡幸宏  31 金岡和子 

2 月例会実績 

 

 

 

 

会員在籍数（A）    17 名 

例会出席総数(B)  20名  

（内訳） 会員（C）   11名（内ズーム 0名） 

   メネット・アソシエト 4名(内ズーム 1名) 

   ゲスト・ビジター   4名（内ズーム０名） 

   メイクアップ（内数 D） 1名  

会員出席率 C+D/A   64.7％  

例会充足率 B/A     117.6％ 

2 月実績 

にこにこ 

ファンド 

ニコニコ     3,000円 （累計 35,700円） 

ファンド   

タカラムネ      0円 （累計 27,700円） 

真菰茶     6,125円 （累計  9,485円） 

その他        0円 （累計  1,800円） 

合  計    21，960円  （累計 38,985円） 
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随想 

 ある老人施設で、お婆さんたちが部屋の中で横になっていました。自分で身動きできない不自由な生

活が続く中での唯一の慰めは、外の景色を聞くことでした。 

 どのように見るかって？ 

 窓ぎわにいるお婆さんが手鏡を使って外の景色を見て、それを部屋の人たちに伝えるようにしていた

のでした。 

 外には、きれいなお花畑がありました。季節ごとに色とりどりの花が咲き、蝶もミツバチも飛んできた様

子を、窓際のお婆さんが伝えました。 

 お婆さんたちは、その話を聞いて想像を膨らまし、心が和んでいきました。 

 やがて、窓際のお婆さんが亡くなりました。部屋の人たちは悲しみました。 

 しばらくして、窓際のベッドに別のお婆さんが移りました。彼女はワクワクしていました。「これで、私も美

しいお花畑が見えるわ！」。彼女は期待して、手鏡で窓の外を見ました。 

 しかし、そこには赤茶けた土壁があるだけでした。花畑はどこにもありませんでした。お婆さんはがっか

りしました。前のお婆さんが嘘をついていたのです。 

 その時、他のお婆さんたちが訊ねました。「どう、お花畑はどう。きれい？」。 

 お婆さんは困りましたが、意を決して言いました。「前のおばあちゃんが言っていたことは、全部ウソだ

よ。驚いたわ。私が聞いて想像していた以上にきれいなお花畑よ。見える見える！とてもきれい!」。 

 ウソを言いました。しかし、この部屋の中で、ウソ以上に大切なことが起こっていました。みんなの心が、

より温かくなったということ。人をいたわる心が広がっていったということ。心に痛みを持っていたお婆さん

同士のその後の交わりは、もっともっと温かくなっていきました。 

 「愛は忍耐強い。愛は情け深い…」。神はお互いに大切にしあい、心配しあう関係をお喜びなさいま

す。神は、私たちの心からギスギスした思いが消えていくために、自分を犠牲にしてなんでもなさいまし

た。その愛を受けて、お互いに大切にしあう月を送れますように。 

                                          宝塚教会 牧師 浦上結慈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛は忍耐強い。愛は情け深い。ねたまない。愛は自慢せず、高ぶらない。5 礼を

失せず、自分の利益を求めず、いらだたず、恨みを抱かない。6 不義を喜ばず、

真実を喜ぶ。7 すべてを忍び、すべてを信じ、すべてを望み、すべてに耐える。 

…13 それゆえ、信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。その中で最も

大いなるものは、愛である。 （新共同訳）新約聖書・Ⅰコリント１３章４－７、１３節） 

【ゲストスピーカー・プロフィール】 

前原 祐作氏  

1997 年宝塚市生まれ。京都大学教育学部に入学後、人力車の俥夫として働く傍

ら、カンボジアやアイルランドで活動。帰国後、宮城県女川町を訪れたことをきっ

かけに食の分野に興味を持ち、2020 年 10 月よりコミュニティキッチン

DAIDOKORO の立ち上げに参画。同スペースの店長を務め、食を通じたコミュニ

ケーションの可能性を探究するとともに、これまでに 1,000件を超える京都を中心

に食に関するイベントの企画・コーディネートを手がける。2022 年より株式会社

Q's 取締役、2025年より同社 代表取締役。 
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2月例会報告 

 
第一例会報告： 
 
「今回の例会は、恒例ピンクシャツデー例会 18 名＋ズーム 1 名にて、定刻どうり金岡ワイズ進行により、多

胡会長点鐘にて、開催致しました。 

今回のスピーカーは、小谷孝子氏 20代よりベネズエラ３８年在住経て体験経験談を話していただきました。 

 

先ずは、首都カラカス在住の日常生活において、日本では見ないベネズエラバラの花や月下美人、庭先

や周りには、モロコイ（陸ガメ）やオレンジの皮を親子で食べるリスたち、食では，ビタミン C 豊富なアセロラ・

「グアナバナ」という白いフルーツ・アレパ（トウモロコシで作ったハンバーグ）等、写真を見ながら、サソリに刺

された体験談など交えながら楽しく話が始まりました。そしてベネズエラの自然と優しい国民性の中、コミュ

ニケーションの上で日本文化｛折り紙｝を通じて、子供から大人まで交えた折り紙協会や学校を立ち上げた

経験談を話していただきました。 

 

話は尽きないですが、タイムリミットとなりました。米国と 

国内事情の大変な中、日本へ帰国しベネズエラとの交流 

活動に貢献されているのがよく分かった時間でした。 

最後に zoom参加の喜多さん感想、多胡会長の閉会 

点鐘で定刻に終わりました。 

                          郡家 学 

 

第二例会 議事要旨                  ２０２６年２月 19日 

日 時： ２月 18日（水）午後６時３０分〜８時３０分  場 所； 宝塚市立西公民館 

出 席： 多胡会長、石田、金岡、小林、郡家、福田、若林、 計 ６名 

議事要旨 

１）①３月例会に関して 

    ・ 日時  ３月 11日（水）18時 30分〜20時 30分  

    ・ 場所  宝塚市立西公民館ホール 

    ・ スピーカー：株式会社 Q’s 取締役 DAIDOKORO 店長 前原 祐作氏 

                  京都大学卒、 元メンバー新開暁子さん（1989～2001年在籍）の孫 

              コミュニティキッチンで食を真ん中に人と繋がる。京都市役所前の京都信用金庫ビル 

の１階と８階で開業 

 ②４月例会に関して 

       ・スピーカー  遠座 俊明 氏 

        早稲田大学理工学部卒ご大阪ガスに入社 

        退職後 NPO法人「健康・生きがい就労ラボ」理事長。紙芝居ちょうちょのメンバー 

        演題： 「養生訓にも記されているシニアがハタラクことの意味」 

          ～自治体で導入が進み始めた介護・認知症予防の新たな事業とは～ 
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 ③5月の例会に関して 継続協議  

 

２）六甲部第２回評議会に関して 

    評議会の開催前に第２回六甲部準備役員会 日時：2月 28日（土）10：30 

    第２回評議会 日時 3月 14日（土）14：00〜16：30頃 

      出欠に関して委任状あり。 参加者名簿提出 、出欠は締切 2/27日  

 

３）神戸 YMCA小澤総主事と六甲部クラブ会長および次期会長との懇談会 

    日時：2月 26日（木）18：30～ 出席：金岡、多胡 

 

４）TIFA国際協力フェスタ（NGO展を改称）に関して 

      日時：3月 14日（土）10：15〜15日（日）15：00 

        3/14 11～12時 4団体が活動報告、宝塚ワイズは若林が担当 

        期間中は展示とたかラムネ・真菰茶などを販売 

      展示準備：3/13（金）15時から 掲示物はプレゼン資料の拡大印刷版を使用予定 

      役割分担は小林ワイズが取りまとめる 

 

５）きらりと輝くアート展に関して 

      日時：3月 26日〜29日（但し、26日は搬入日） 

      場所：兵庫県立原田の森ギャラリー（神戸市灘区 王子公園の一角） 

      期間中の受付等の役割は各クラブで分担。宝塚クラブは 29日（日）9時～15時。 

      展示物の収集・飾り付け等は六甲部の実行委員会で行う。 

3/29当番日の役割分担は金岡ワイズがとりまとめる。 

       

６）他クラブの行事 

    ・神戸西クラブ 特別公開例会 2月 28日（土）午後 2時〜 神戸 YMCA 

    ・神戸ポートクラブ 震災支援チャリティコンサート 4月 25日（土） 

    ・大阪サウスワイズメンズクラブ 70周年 4月 18日（土）１１：００〜 

    ・京都パレスワイズメンズクラブ 55周年 4月 18日（土）１６：００〜 

    ・岡山クラブ 60周年  5月 23日（土） 

    ・東京まちだクラブ 40周年  6月 27日（土） 

 

７）外部団体行事 

・2月 28日(土) 第二回防災チャリティ公演 

    ・3月 20日(金）自立の家コンサート 出演：畑 儀文氏 

 

８）ブリテン３月号  投稿分担は次の通り。原稿締切 ２月 26日（金） 

   第１例会報告‥郡家、第２例会‣・若林、随想‥浦上牧師、きらりと輝くアート展‥金岡、 

EMC・交流・会長懇談会‥石田、大阪土佐堀クラブ例会報告‥長尾、 

    TIFA国際協力フェスタ‥小林、YMCA‥橋本、壁がなければ展覧会‥山田、 

    YMI Topics‥岡野、誕生日一言（17～50字）‥福田素子・郡家・金岡 

                                   以上 
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13日（金）15:00仕込み…………  若林、多胡、福田 

14日（土）10:00～13:00…………  若林（発表）、石原、石田（12:00まで）、小林康男 

       13:00～16:00………… 小林康男、小林貴美子 

15日（日）10:00～13:00…………  石田、郡家 

       13:00～15:00後片付け…若林、多胡、金岡、小林康男、小林貴美子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

YMCA総主事・クラブ会長懇談会 

YMI(Y’s Men International) Topics 

宝塚クラブの岡野泰和ワイズは、2025～
2026年度の国際・アジア太平洋地域 
NDERF（自然災害緊急支援基金）委員
長として、元会員・長尾ひろみ氏以来の
国際的な任務を担っておられます。今
回、TIFA国際協力フェスタで活動報告・
展示を行うにあたって、YMI が進めてい
る活動の意義を再認識し、YMI への関
心を高めたいという思いになりました。今
後、岡野ワイズから YMI Topics を報告
していただきます。（若林） 

2 月 20 日、21 日に国際年央会議が開催されました。国際役員と

議員がオンラインにて参加し、会議では前半期の活動評価と 7月

から始まる来期の活動プランについて話し合われました。 

詳細は後日詳報されますが、次期国際会長のヨハン・エルトピック

氏の主題「ブルーミュージック」についての披露がありました。ヨハ

ンさんはノルウェー選出で、前 YMCA 世界同盟総主事を務めら

れた方です。YMCA と YMIの協働がさらに推進されることになりま

す。                  

岡野泰和 

 

２月 26 日（木）午後６時３０分から８時まで、六甲部６クラブ（西宮クラブ欠席）から部長、各クラブ会長など 10

人、神戸 YMCAから小澤 昌甲 総主事、斉藤 靖主事、大塚 永幸主事との懇談会が開催された。  

宝塚からは会長多胡、次期副会長金岡の二人が出席した。            

 小澤総主事から神戸 YMCA全体の報告、２０２６年度の諸行事のワイズからの主に資金援助をはじめ協働

に関しての要請が例年のとおりになされた。  

  ２０２６年度新しい行事として 6月にチェンマイ YMCA、10月にシアトル YMCAへの訪問ツアーが呼び掛

けられた。ワイズとしては、各行事への資金援助だけでなく YMCA の新しい取り組みが始まっていることを共

有しながら、如何に豊かな活動へとつながっていくかを模索していきましょうと話し合ったひと時だった。 

                                                    多胡 葉子 

 

TIFA国際交流フェスタの当番をよろしく 
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「きらりと輝くアート展」実行委員会報告 

３月 2７日～２９日に開催される「きらりと輝くアート展」の準備も

大詰めとなって参りました。 

出品作品は、大小合わせて１３１作品が揃い搬入準備が待た

れるところです。 

来場者の勧誘策として、この度「紙芝居サークルちょうちょ」さ

んによる＜出前／紙芝居＞を２８日（土）の午後、開催する運

びとなりました。 

皆さんお友達をお誘いの上、是非多くのご来場をお願いしま

す。 

宝塚クラブの役割担当として、３月２９日（日）午前中９時４５分

～１３時３０分の間、受付担当３名の協力が必要です。何卒、

ご協力お願いします。   

    金岡 幸宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六甲部 EMC＆交流事業企画ミーティング開催

報告 

 

柳敏晴六甲部部長の提案により、2月 14日（土）14:00から 

神戸 YMCAに六甲部役員会メンバーと各クラブ委員、13名 

が集まり表題のテーマでアイデアを出し合いました。目的は 

六甲部会員増強です。EMC事業に、より大きいインパクトを 

持たせるため 7 クラブ一緒になって交流を図りながら進めて 

行く、と言う今までにない形の企画会議です。 

 

各クラブの EMC 取組みを紹介し合い参考に出来る所は多くありました。このクラブ単位での取組みを六甲部

全体で１つのイベント開催にし入会候補者を誘ってワイズ活動を知ってもらおうと確認し合いました。形として

講演会、コンサート、ランチョンパーティー、及び六甲部活動紹介のパワーポイントによるプレゼンテーションの

新しい試み等魅力的な具体案が出ました。 

ただ、今期中での実施は時間が残されていないのでこのまま次期に継続して、可能であれば前半期に開催実

施が出来るように努力して行こうと結論になりました。 

又、従来通り、各クラブ主催のコンサートやバザーの場では六甲部リーフレットを利用して今まで以上に広報を

心掛ける事も大切です。 

この様な形のミーティングは過去になかった様に思いますので出席者全員から大変有意義な集まりであったと

の声がありました。                                                 

交流事業委員  石田 由美子 

 

図表は西日本区 EMC主任 久保田雅彦氏 

の EMC 事業通信 2026.年２月号より転載 
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教育（今日行く）、教養（今日用がある）、貯

筋（筋肉を蓄える）を目標に過ごしています

がなかなか実現しません。家で引きこもり

状態、これではいけないと誕生日をきっか

けに実践します。 福田素子 

 

誕生日一言：あとがない、

動けるうちに、わがままを！ 

          郡家 学 

天皇陛下と同級生の６６歳を迎えま

す。ワイズメンズクラブ宝塚の皆さん

の声を聞きながら、皆さんと寄り添っ

て活動の輪を広げていきたいと思っ

ています。 

金 岡 幸宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

余韻、Valentine’s Day

この度は、宝塚花組のいともやさしいサプライズ・プレセ

ント、有難うございます。 

コスモスボーイズの面々、大変感激致しております。 

 （東京町田コスモスクラブ 権藤徳彦ワイズ）   

   

 

お心遣いに感謝申し上げます。 

皆さん、喜んでおられました。 

          （鹿児島クラブ 中堀清哲ワイズ） 

 

 

大阪土佐堀クラブ例会 

2 月 17 日（火）大阪土佐堀クラブの 2 月例会に多胡会長、石田ワイズと長尾の 3 名が出席しました。神戸

クラブの井出浩ワイズの「こども虐待の『なぜ？』」と題してお話がありました。丁度 YMCAの「ピンクシャツデー

に相応しい、精神科医からのお話で良くわかりました。 

身近な所では感じませんが心理的、年齢は 7 歳から 12 歳、家庭（母親、父親）の虐待が多い事を具体的な

表で説明を受け良く分かりました。 

大阪土佐堀クラブは私が 18 年間所属していた古巣です。懐かしい中西部のワイズにも会えました。楽し

い、そして元気な例会でした。 

 

                                                    長尾 亘 

 

誕生月一言エッセー 
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西宮 YMCAでは、関西学院大学人間福祉学部 2年生の実習生 

（人間福祉フィールドスタディ）を受け入れています。受け入れを 

始めて 3 年目ですが、毎年学生さんたちは、それぞれの目的を持って実習に臨まれます。今回の学生さ

んは、地域での子ども支援の在り方や、子どもと大人との関わりについて学びたいという目的がありまし

た。今回、育成センター（学童保育）、放課後キッズ、まめの木（児童発達支援事業）、子育てひろばの 4

施設で実習を進め、学びを深めています。学生の方が来てくださることで、受け入れている私たち自身も

新しい気づきや、改めて大事なことに気づかされることも多くあります。学生の方にとっても、私たち YMCA

の職員、利用者みんなにとっても、よりより時間になっていること、とても嬉しく思っています。       

 担当主事 橋本 唯 

 

 

 

 

 

 

2025-2026年度六甲部第二回評議会開催のご案内 

 皆様のワイズダムへのご献身感謝いたします。 

 もうすぐ立春ですが、まだまだ寒さが続きます。寒さに負けず、ウエルビーイングを目指し歩み続けましょう！ 

昨年１１月の六甲部部会は、六甲部各クラブ員のご尽力で成功裏に終え、六甲部の力、チームワークを西日

本区に知っていただきました。 

次の変革を求め、六甲部のウエルビーイングを目指し、歩み続けることができています。 

年度のまとめを目指し、以下のように 2025-2026 年度六甲部第二回評議会を開催しますので、ご出席くださ

い。 

記 

日時：202６年 3月 14日（土）14時より 16時 

場所：神戸 YMCAチャペル 

内容：1．報告 1）2025～2026年度 部長及び会計中間報告 

2）2025～2026年度 事業主査及び委員会中間報告 

                3）各クラブ報告 

                4）その他 

        2．協議 1）六甲部部則改定について 

              ２）その他 

                            ２０２６年２月２日          六甲部 部長 柳 敏晴 

壁がなければ美術展に行って参りました。喜多 
壁がなければ美術展、素晴らしい作品の数々でした。多胡 
 

第 10 回「壁がなければ」美術展が 2 月中旬から下旬にかけて神戸市中央区で開

催され、阪神・淡路大震災の教訓や障害の壁をテーマに、個性的な作品が展示さ

れました。障害のある人や現代美術作家が、多様な表現で「心の壁」や「社会の壁」

を取り払うことを目指すイベントです。       壁がなければ実行委員会 


